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序

昭和 3 0年頃から山形県において故清野結彦博士． 三重県κおいて高崎浩教授

κよって独立κ慢性下痢経過中． 下痢の知覚異常． 筋力低下を起すところの従来

みられない神経病の存在 が気付かれ報告せられた。 引続いて次第 κ 問機の疾患の

報告がふえ， 昭和 3 7, 3 8 年頃からt飛躍的 κ 数を増す κ 至った。 とく κ 郵II路市

（伊東弓多果博士ら）， 山形市（清野祐彦博士ら）， 徳島市（日比野勝博士ら），

大牟田市（黒岩義五郎博士ら）， 津市（高崎浩博士ら） κおけ る集団的発生が注

意されるよう κなった。

この時点において ” 非特異性脳脊髄炎症 ” なる名称がこの新しい疾患κ冠せら

れ， 第 6 1 回日本内科学会シンポジウム（楠井賢造教授司会）の主題となり， 本

症が新しい独立疾患であるか否かで論議された。 H 腹部症状を伴う脳脊髄炎症 ”

なる病名が本症の特徴を表現する上 で適当であるという点から， 文献上しばしば

用いられたが， 同シンポジウムで椿忠雄博士らが， 臨床ならびκ神経病理学的見

地から本症を Su b a c u t e My e 1 o 0 p t i c o Ne u r o p a t h y と名付

け， その頭文字をとりS MO Nと略称したの が便利であるためか， 次第に多く用

いられるようになり現在では半ば公式な病名となった。 本書κおいてスモンを一

応採用することとしている。

昭和4 0年から2年間厚生科学研究費κよって「腹部症状を伴う脳脊髄炎症の

原因と治療の研究」として本症の研究が取上げられ， 臨床と平行してはじめてウ

イルス学的研究が行われた。 とく κ 昭和 4 1 年 κ 新宮正久， 奥田邦雄博士らκ よ

りエコ ー 2 1 型ウイルスが分離されたので， 筆者らがこれを検討したが， 結 論を

得るκ至らなかった。 筆者はこれに先立ち昭和3 4年頃から， 本症患者の糞便そ

の他の検体よりウイルメ分離 を試みて来たが常κ 陰性の成績であった。

昭和 4 1 年頃より岡山県井原市， 湯原町 κおいて， 従来にみない激しいスモン

の流行が起り， 社会的不安をすら醗すに至τコたので， 厚生省は昭和 4 4 年度厚生

科学特別研究費 500万円を以て ”全国のスモン患者の実態ならびκ病原κ関す

る 研究 H を発足させた。 その後8月κ至って科学技術庁研究調整局より特別研究

促進調整費約3000万円κよ る「スモンの病因と治療κ関する特別研究」が追加

されることとなった。 附和 4 4 年 9 月 2 日スモン調査研究協議会（以下協議会と

いう）が結成され， その第1回総会を岡山κおいて 行い発足し， 厚生科学特別研

究費をも併せてスモンの病因と治療κ関する研究が協議会に委託されるκ至った。
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協議会は疫全病原病患臨床の4班からなり， 班員は現在 6 4 名でそれぞれの専門

分野からスモンの病因ならびに治療の研究に鋭意取組んでいる。この間別記の如く

会合を催し， 研究成果を討議しつ斗研究を進めつ込ある。 研究の進展 κ 伴ぃ今後

は協議会の研究成果を遂次出版してまとめて行く考えであるが， 陥和 4 4 年度 κ

おいて全国の疫学調査成績がまとまったので， これを中心 κ 疫学班研究成績を研

究成果刊行の第 1 集として世 κ 送るこ ととなったものである 。

こ ふ κ 今までの経過を略記し， 序 κ 代える次第である。

陥和 4 5 年 1 1 月

ス モ ン調査研究協議会

会 長 甲 野 礼 f乍
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